
大くくりなまとまりを踏まえた評価

成長の軌跡・記録を残す

ポートフォリオ
道徳ノート

発言 表情

評価の観点

①一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか。

②道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。

評価のための具体的な工夫

○児童生徒の感想を２つの視点で色分け

「自分自身との関わり」

「多角的・多面的な見方」

【注意！】
※必ず２つの視点が入るとは
限りません。
※毎時間毎時間成長があると
は限りません。

道徳科における評価



全体の大くくりなまとまりで書いた評価文例

授業の様子等も記入した評価文例

道徳の授業を通して、これまでの自分の意識や考え
を広げたり深めたりすることができました。

特に「たのむよ、班長」では、班長としてまとめる
にはどうしたら良いか、友達の考えを参考にしながら
考えることができました。

具体的な評価文例

【注意！】
文章を書くことが得意な子もいれば、書くことが苦手な子
もいます。文章だけを見て評価すると、文章を書くことが得
意な子は認められますが、苦手な子は認められないという
ことになりかねません。
書かれたものだけを評価するのではなく、授業中の観察
や対話の様子など、様々な面から、その子がいかに成長
したかを積極的に受け止めることが大切です。

道徳の授業を通して、これまでの自分の意識や考え
を広げたり深めたりすることができました。授業後の
感想には何を学んだかを自分の言葉でまとめることが
できました。



評価の具体例（小学校の例）

ワークシートに書かれた児童の振り返りに対して２つ
の視点で評価し、意図を持ってコメントを入れた。

①一方的な見方から多面的・多角的な見方へと発展
しているか。

２つの視点

②道徳的な価値の理解を自分自身との関わりの中で
深めているか。

それぞれの時間の見取りから、大くくりなまとまりを踏
まえた評価として、児童がいかに成長したかを積極的
に受け止めて認め励ます個人内評価として、通知表
の文章を考えた。

「自分との関わり」

「多角的・多面的」



１

１０月○日 教材名：よりみち 内容項目 ： Ａ希望と勇気

小学校１年生の例

【児童の振り返り】
いえないことをいうゆうきがひつようだとおもいました。

【教師の意図】

客観的な考えなので、より自分のこと
として捉えてもらいたい。

【教師のコメント】

そうだね。難しいことだけど○○
さんだったらいえそうかな？

１１月○日 教材名：みみずくとおつきさま 内容項目 ： Ａ希望と勇気

【児童の振り返り】
ゆうきをだすときは、いっぱいあるとおもいました。いままでできなかっ
たことを、もう１かいゆうきをだしてやってみようとおもいます。まち
がっていることにゆうきをだすのはおかしいとおもいます。

【教師の意図】
勇気について具体的に
考えられているので、
本児の考えを肯定し励
ましたい。

【教師のコメント】
ゆうきをだすのはステキだけど、やってはいけ
ないこととかまちがっていることにゆうきをだ
すのはおかしいとかんがえたんだね。正しいこ
とにゆうきをだしていけるといいね！

１２月○日 教材名：ぼくにできること 内容項目 ： B親切、思いやり

【児童の振り返り】
しんせつにすればいろんな人がよろこんでくれるとおもったけど、やるのはちょっと
はずかしいな。しんせつをどうやってするのかわかったら、はずかしいけどやって
みようとおもいます。

【教師の意図】
自分の気持ちを素直に表現し
ているので、そこに共感し、そ
れでもやってみようと前向きに
考えていることを賞賛し励まし
たい。

【教師のコメント】
たしかにしっている人だけじゃなくていろん
な人にするのははずかしいときもあるよね。
でも、それでもやってみようかなとおもえた
ことは、ステキなことだとおもいます。がん
ばって！

【通知表への記述例】

授業で学んだことをワークシートに記述するとき、悩みながらも一生懸
命に書こうとするする姿が印象的でした。自分自身の生活と絡めて考え
る中で、「自分は話の登場人物のようにすることは難しいかもしれない」
と素直な気持ちを書きながらも「でも頑張ってできたらいいな」と前向きに
考えることができました。



１

１０月○日 教材名：フィンガーボール 内容項目：B親切、思いやり

小学校３年生の例

【児童の振り返り】
前、友達が授業中トイレに行きたそうにしていたのに気づいたから、そのことを先
生に言ってあげたことがあります。これからも相手の気持ちを考えて、それに合っ
た行動をしていきたいです。

【教師の意図】
自分の生活体験と重ね合わせて教材を読むこ
とができ、それを道徳的意欲へとつなげてい
る。そうした「読み方」を認めてあげたい。

【教師のコメント】
友だちの気持ちになって、自然
と行動している○○さん。それ
が「親切」なのでしょうね。

１１月○日 教材名：名前のない手紙 内容項目：B友情、信頼

【児童の振り返り】
私は、帰りの会で話し合うのがいいと思ったけれど、みんなでA子さんと一緒に遊

ぶなど、他にもいい方法があるとわかりました。もしも自分のクラスでこういうこ
とが起きたら、どうすればいいかよく考え、いじめにならないようにしたいです。

【教師の意図】
話し合うことで多様な考えに触れ、その
よさに気付き、また、それを生活に生か
そうとしていることを評価したい。

【教師のコメント】
自分では思いつかなかった解決策を
知ることができ、学びが深まりまし
たね。

１２月○日 教材名：うれしく思えた日から 内容項目：A個性の伸長

【児童の振り返り】
私も○○くんと同じで、自分のいいところなんて一つもないと思っていました。け
れど、よく考えてみると一つありました。他にも友達やお母さんにいいところを教
えてもらいました。これからは、もっといいところを見つけたり、今日みんなに書
いてもらったいいところを大切にしていきたいです。

【教師の意図】
友達との体験活動での喜びの享受→資
料の人物の気持ちへの自我関与→自分
との関わりとして、道徳的実践や意欲
につなげていることを認めたい。

【教師のコメント】
この授業は、○○さん自身や友達を
見つめ直し、良さに気付くいいきっ
かけになりましたね。これからもっ
と前向きに頑張っていけそうです
ね！

【通知表への記述例】

授業では、自分の生活体験と重ね合わせて考えることができるよ
うになりました。

また、友達との交流を通して、多様な考えがあることに気付いた
り、その良さを素直に受け入れたりして、自分の考えを深めようと
していました。

自分自身との関わり

多面的・多角的



１

１０月○日 教材名 ： ブランコ乗りとピエロ 内容項目：Ｂ相互理解、寛容

小学校６年生の例

【児童の振り返り】
今までの私は、何かイライラしたりムカムカしていたらすぐに口に出していました。それに、
許せることも少なかったと思います。だから、今日の授業を受けてもサムの逆ギレにすぐ
むかっときました。でも、これからは、すぐに口に出さないで相手の気持ちを考えて口に出
したいと思います。

【教師の意図】
授業での気付きを自分のこととして
考えていることを評価したい。

【教師のコメント】
相手の気持ちを考え、自分がどんな言葉をかけ
れば良いか考えることができましたね。

１１月○日 教材名 ： 絵地図の思い出 内容項目：Ｂ友情、信頼

【児童の振り返り】
この授業をする前の私は仲の良い友達しか話せなくて、友だちづくりはとても苦手でした。
だから、人が話しかけるまで待っていた。でも、今日の授業をして、勇気を出して声をかけ
ることは大切だと思ったので、これからは勇気を出して声をかけたいと思う。

【教師の意図】
最初の自分の考えと、授業での新た
な気付きにより考えが変容したことを
認め励ましたい。

【教師のコメント】
「勇気」を出して行動することが友だちとのより
良い関係を築くことにつながる、ということに気
づくことができましたね。

１２月○日 教材名 ： いちょう祭り 内容項目：Ｃ愛校心

【児童の振り返り】
今日は「愛校心」について学んだ。今まで愛校心について一度も考えたことはなかった。
でも、今日の授業をして学校にはたくさん学んだり助けられたりしたと思う。私の一番思い
出に残っているのは体育館だ。理由は、入学式や退任式など学校でしか味わうことがで
きないことを学んだからだ。なので、体育館に関わることで学校に感謝したい。

【教師の意図】
授業での新しい気付きを具体的
な行動で表そうとしていることを賞
賛し励ましたい。

【教師のコメント】
学校に対する見方が変わりましたね。感謝の気
持ちを持つことの大切さに気づき、行動しようと
していることが素晴らしいと思います。

【通知表への記述例】

道徳の授業を通して、これまでの自分の意識や考えを広げたり深め
たりすることができました。授業後の感想には、何を学んだのかを自分
の言葉でまとめることができています。



「小学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編」P.112

「中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編」P.114

学習指導要領解説特別の教科道徳編より



学期末などに、道徳振り返りワークシートを活用して、評価する

評価方法の工夫１

１、２学期の道徳授業で心に残っている授業はなんですか？

１、２学期の道徳授業の感想を書きましょう。

【通知表 文章】

授業では、いつも自分の考えを悩みながらも一生懸命
にまとめている姿が多く見られました。
特に「自分を守る力」を考える授業では、普段人の意

見に流されやすい自分を振り返り、判断力について深く
考えていました。



学期末などに、道徳振り返りアンケートを活用して、評価する

【通知表 文章】
人の意見をよく聞き、多様な意見を参考にしながら、自分な

らどうするかと一生懸命に考えていました。
特に、「新次のしょうぎ」の授業では、自分の過ちに気づく

ことができ、正直に行動できるように自分の行動を見直そうと
いう記述が見られました。

評価方法の工夫２



各授業の振り返りを１枚のシートに記入させ、２つの視点で色分けする

一面的な見方から多面的・多角的な
見方へと発展しているか【赤線】

道徳的な価値の理解を「自分自身と
の関わり」の中で考えられたか【青線】

Ａ ： 判断の根拠や心情を様々な視点から捉え考えよう と している 

Ｂ ： 自分と違う 立場や考え方、 感じ方を理解しよう と している 

Ｃ ： 複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行動を広い視野から考えよう と している 

 

Ａ ： 登場人物を自分に置き換えて考え、 自分なりに具体的にイメ ージして理解しよう と している 

Ｂ ： 現在の自分自身を振り返り 、 自らの行動や考えを見直している 

Ｃ ： 自己の取り得る行動を他者と議論する中で、 価値の理解を深めている 

Ｄ ： 価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え、 考えよう としている 

 

 

◎ 「 特別の教科 道徳」 内容項目一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「 ふりかえり 」 の見取り方について 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「 先生からの一言」 の記入について  

  

 

  

A
 

主
と
し
て 

 

自
分
自
身
に 

 

関
す
る
こ
と 

① 自主、 自律、 自由と責任 

C
 

主
と
し
て 

 

集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に 

 

関
す
る
こ
と 

⑫ 社会参画、 公共の精神 

② 節度、 節制 ⑬ 勤労 

③ 向上心、 個性の伸長 ⑭ 家族愛、 家庭生活の充実 

④ 希望と勇気、克己と強い意志 ⑮ より よい学校生活、 集団生活の充実 

⑤ 真理の探究、 創造 ⑯ 郷土の伝統と文化の尊重、 郷土を愛する態度 

B
 

主
と
し
て
人 

 

と
の
関
わ
り
に 

 

関
す
る
こ
と 

⑥ 思いやり 、 感謝 ⑰ 我が国の伝統と文化の尊重、 国を愛する態度 

⑦ 礼儀 ⑱ 国際理解、 国際貢献 

⑧ 友情、 信頼 

D
 

主
と
し
て
生
命 

や
自
然
、
崇
高
な 

も
の
と
の
関
わ
り 

に
関
す
る
こ
と 

⑲ 生命の尊さ  

⑨ 相互理解、 寛容 ⑳ 自然愛護 

 
 ⑩ 遵法精神、 公徳心 ㉑ 感動、 畏敬の念 

⑪ 公正、 公平、 社会正義 ㉒ より よく 生きる喜び 

 

一面的な見方から「多面的・ 多角的に考えられたか」【 赤線】  

 

道徳的な価値の理解を「自分自身との関わりの中で考えられたか」【 青線】 

 

○生徒が自分の感じ方や考え方の傾向を知る 

「 自己理解」 の材料 

○生徒が自らの成長を実感し 、  

更に意欲的に取り組もう とするきっかけ 

○生徒の成長を受け止め、  

認め、 励ます言葉がけ 

○生徒の感じ方や考え方の傾向を伝える材料 

「 この子、 自分との関わりで考えられるよ」  

「 この子、 他者の視点から考えるのが苦手だよ」  

○生徒の授業での様子や感想への記述で見取れた、 

特筆すべき顕著な成長や変化を共有する 

「 この子、 今日の話し合いをまとめていたよ」  

「 この子、 初めてこんなこと表現できたよ」  

【 他の先生＆担任に向けて】  

 

【 生徒に向けて】  ２つの視点

【通知表 文章】

うなずきながら友達の考えを聴き、道徳的価値について
様々な視点から考える姿が見られました。
特に、「真の自由とは」を資料として扱った授業では、
真の「自由」について、その反対の意味をもつ「制限」と
関連させて考えるなど、広い視野から考えることができま
した。

挑戦する勇気をもつことの難しさを
自分事として考えている

挑戦を成し遂げるために関わってきた多く
の人々の立場で考えている

他の意見や教師の講話から、多面
的・多角的な見方になり、自分の生
き方についての考え方を広めている

真の自由について、その反対の「制限」
や自分との関連の中で考えている

＜中学校の振り返り＞

例1

例2

評価方法の工夫３（中学校）


